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5 多仕様量産機構 ①生産管理機構へのコンピュータの編入。 1本の組立ラインで数
百万にも多仕様fじされた車の生産が可能となり，ワイドセレクション化が急進展Lた。
②受注・生産計画システム叩変苧。 70年時点ではデイリーオーダシステム・デイリース
ケジューリングシステムが導入され， r受注」生産化が実現された。この過程は自動車
工業史における少種・大量・見込生産から多種・穴量・「受注」生産への転換過程であ
った。
6 以上要約したトヨタの多銘柄多仕様量産機構はG:価格競争体制②製品差別化競争倖
制を画期的に強化l.-，市場支配力を強めた。日産も基本的に周様。展開を示した。そL
て，この多銘柄争仕様量産機構の展開格差という点での上位・下位企業間格差が業界再
編成の基底を形成していた。したがって，上位企業での多銘柄多仕様量産機構の確立こ
そが目本自動車工業における寡占体制確立の生産機構上り基礎をなした主結論づけうる
のである。
